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まちかど通信

　緑化の推進と樹木への親しみを深めることを目的に、伊賀市
造園事業協力会の指導のもと、上野公園で庭木の整枝剪定講習
会を行いました。
　参加者は、はさみや脚立の使い方などを聞いたあと、あらか
じめ切り落とされたカシやマツの枝を使って剪定の方法を学び
ました。そのあと、刈り込みばさみを使ってサツキやツツジの
剪定を行いました。
　この日は 24人が参加し、庭木の剪定についての知識を深め
る１日となりました。

庭木の整枝剪定講習会（10月４日）

自分で庭のお手入れを

▲参加者は、自宅の庭木
　について剪定や消毒の
　時期などを熱心に質問
　していました。▼

刈り込みばさみで枝を
　整える参加者の様子。

　霊峰中学校で認知症ジュニアサポーター養成講座を開
きました。
　講座では、認知症についての説明のほか、読み聞かせ
や劇などが盛り込まれ、認知症の人とどのように接した
らよいかなどを考えながら学びました。
　この日は、霊峰中学校の１年生 38人が出席し、認知
症についての理解を深め、ジュニアサポーターとしての
第１歩を踏み出しました。

認知症ジュニアサポーター養成講座（10月 7日）

認知症を学ぶ

▲劇の内容について、グループにわ
　かれて話し合いました。

▲認知症サポーター養
　成ボランティアであ
　るキャラバンメイト
　と中学校の職員が、
　認知症のおばあちゃ
　んとその家族の劇を
　行いました。
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　青山支所周辺で第 12 回ふれあい
フェスタ in 青山が開催されました。
　この催しは、地元の産業や特産品
の振興などを目的として毎年開かれて
いるもので、会場では地元の住民自
治協議会や各種団体のブースが並び、

にぎわいをみせました。
　また、青山中学校吹奏楽部による演奏や青山よさみ幼稚園
の園児による鼓隊演奏、さくら保育園の園児のダンスなども
行われ、訪れた人は青山の秋を楽しみました。

第 12回ふれあいフェスタ in 青山

青山の秋を満喫

▲

消防団青山分
　団などによる
　体験コーナー
　が設置され、
　参加者は真剣
　に取り組んで
　いました。

▲マス釣りコー
　ナーでは、家
　族や友達など
　で釣りを楽し
　む姿が見られ
　ました。


